
司書職 令和２年９月１３日実施 

専門考査の問題 

 

 

 

問  題  １ 

                                            

 

○ 次の各文の①から⑭を埋めなさい。＊同じ番号には同じ語句が入ります。 

⑮から⑳については各文の選択肢の中から適切な番号または記号を選び、それを（    ）

内に記入しなさい。 

 

１ （①          ）は、世界で最初の児童文学賞で、米国図書館協会児童サービス

協会により、最も優れた米国の児童図書を書いた作家に贈られる賞である。 

 

 

２ ある市立図書館の昨年度の利用状況はつぎのとおりである。空欄に数値を入れなさい。 

 

サービス人口（万人） ７．８ 

登録率（％） ２０ 

登録者数（千人） （②          ） 

貸出延べ冊数（万冊） ５０．７ 

実質貸出密度（冊） （③          ） 

 

 

３ 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号） 

第三条 図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更に学校教育

を援助し、及び家庭教育の向上に資することとなるように留意し、おおむね次に掲げる事項

の実施に努めなければならない。 

 

一 郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留意して、図書、

記録、視聴覚教育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他

人の知覚によつては認識することができない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下

「図書館資料」という。）を収集し、一般公衆の利用に供すること。 

二 図書館資料の（④        ）を適切にし、及びその（⑤        ）を整

備すること。 

三～九 （略）  

 

 

 

 

  



問  題  １ 

                                            

 

 

４ 図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24年 12月 19日文部科学省告示第 172号） 

第二 公立図書館 

一 （略） 

二 都道府県立図書館  

１ 域内の図書館への支援 

１ 都道府県立図書館は、次に掲げる事項について、当該都道府県内の図書館の求めに

応じて、それらの図書館への支援に努めるものとする。 

ア 資料の紹介、提供に関すること 

イ 情報サービスに関すること 

ウ 図書館資料の保存に関すること 

エ 郷土資料及び地方行政資料の（⑥          ）に関すること 

オ 図書館の職員の研修に関すること 

カ その他図書館（⑦          ）に関すること 

 

５ 著作権法（昭和四十五年法律第四十八号） 

第三十七条 公表された著作物は、点字により（⑧          ）することができる。 

２（略） 

３ 視覚障害その他の障害により視覚による表現の認識が困難な者（以下この項及び第百二 

条第四項において「視覚障害者等」という。）の福祉に関する事業を行う者で政令で定める

ものは、公表された著作物であつて、視覚によりその表現が認識される方式（視覚及び他の

知覚により認識される方式を含む。）により公衆に提供され、又は提示されているもの（当

該著作物以外の著作物で、当該著作物において（⑧          ）されているもの

その他当該著作物と一体として公衆に提供され、又は提示されているものを含む。以下この

項及び同条第四項において「視覚著作物」という。）について、専ら視覚障害者等で当該方式

によつては当該視覚著作物を利用することが困難な者の用に供するために必要と認められ

る限度において、当該視覚著作物に係る文字を（⑨          ）にすることその

他当該視覚障害者等が利用するために必要な方式により、（⑧          ）し、

又は（⑩          ）を行うことができる。ただし、当該視覚著作物について、

著作権者又はその許諾を得た者若しくは第七十九条の出版権の設定を受けた者若しくはそ

の（⑧          ）許諾若しくは（⑩          ）許諾を得た者によ

り、当該方式による公衆への提供又は提示が行われている場合は、この限りでない。 

 

６ 分担目録作業（協同目録作業）の考え方をベースとしたシステムとしては、1971 年に本格

稼働した OCLC(⑪※                        )による

（⑫                  ）が著名である。 

※⑪は現在の正式名称を英語で記入しなさい 

 

  



問  題  １ 

                                            

 

 

７ （⑬          ）とは、自治体が設置した図書館など公の施設の管理・運営を民

間企業などへ委託することを認める制度であり、 2003（平成 15）年施行の

（⑭          ）の一部改正によって制度化された。 

 

８ 『ボルカ』『ガンピーさんのふなあそび』でケイト・グリーナウェイ賞を受賞したほか、数

多くの作品を創作し、昨年他界した絵本作家は、（⑮     ）である。 

 

1. ジュディス・カー  2. ジャクリーン・ウッドソン  3. ジョン・バーニンガム 

 

９ 1965年、ユネスコ（UNESCO）総会で（⑯     ）を国際識字デーとすることが宣言され

た。識字の重要性を強調するため、ユネスコが中心となって様々な行事が行われている。 

 

１．４月 23日 ２．９月８日 ３．10月 27日 

 

１０ 田辺聖子、山崎豊子、司馬遼太郎、藤沢桓夫、織田作之助は、いずれも大阪を代表する作

家である。それぞれの生年の順番で正しいのは（⑰      ）である。 

 

１．織田作之助、藤沢桓夫、司馬遼太郎、田辺聖子、山崎豊子 

２．藤沢桓夫、織田作之助、山崎豊子、司馬遼太郎、田辺聖子 

３．藤沢桓夫、織田作之助、司馬遼太郎、山崎豊子、田辺聖子 

 

１１ 日本十進分類法（新訂 10 版）による一般補助表の地理区分では、滋賀県は 161、京都府

は 162、大阪府は 163、兵庫県は 164、奈良県は 165、和歌山県は 166である。 

つぎのタイトルの資料について、適切な分類を下の Aから Fの中から選びなさい。 

  『京都府統計書』（⑱      ） 

  『滋賀県の歴史』（⑲      ） 

  『大阪府の人口』（⑳      ） 

 

分類 

A ＜351.62＞   B ＜358.162＞  C ＜216.1＞ 

D ＜291.61＞  E ＜358.163＞  F ＜318.263＞ 

 

 

 

 

 

 

  



問  題  ２ 

                                            

 

○ 次の(１)から(４)を、図書館に関する語句としてそれぞれ 100字程度で説明しなさい。 

（３）についてはヨミを、（４）についてはそれぞれの英単語の頭文字をつなげたものだが、

元となる、英単語も回答すること。  

 

（１）拡大写本 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（２）ジャパンサーチ 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（３）図書寮 （ヨミ；          ） 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（４）ISSN（I        S        S        N         ） 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
  



問  題  ３ 

                                            

 

１．近年、図書館は、地域の賑わい創出や住民の憩いの場所としての役割も期待されている。 

しかし、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大に伴い、図書館に人を集めてイベン

トや講座等を実施することが難しい状況となっている。これからの図書館活動としてのイベ

ントや講座等の開催について、次のふたつの観点からあなたの考えをそれぞれ３００字程度

で述べなさい。 

 （１）ICT技術の活用 

 （２）人を集めて実施する場合の工夫 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
  



問  題  ３ 

                                            

 

２． 以下は、「ユネスコ公共図書館宣言 1994年（UNESCO Public Library Manifesto 1994）」

の一節である。 

文中の「Specific services and materials」が必要とされるケースをひとつ取り上げ、図

書館サービスを提供するうえでの課題と方法について、あなたの考えを６００字程度の日本

語で述べなさい。 
  「The services of the public library are provided on the basis of equality of access for 

all, regardless of age, race, sex, religion, nationality, language or social status. 

Specific services and materials must be provided for those users who cannot, for whatever 

reason, use the regular services and materials, for example linguistic minorities, people 

with disabilities or people in hospital or prison.」 

 

                                 
                                      

                                  

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
                                      

                                  

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
  



問  題  ３ 

                                            

 

３．近年、RFID(Radio Frequency IDentification)と呼ばれる無線による個体識別技術を用い

て貸出をする図書館が現れている。この RFIDで用いられるタグ（ICタグ）を導入すること

により可能になる図書館サービス上のメリット、および指摘されている問題点について、

それぞれ３００字程度で述べなさい。 

 

                                  

                                  

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                  
                                  

                                  

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
                                  

                                  

                                 

                                 

                                 

                                 

                                  


